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＜連絡事項＞
・節約物流管理委員会より：4月～7月の各施設水道光熱使用量データを掲示しています。
各自ご確認いただいて、引き続き水道光熱使用量の削減に努めてくださるようにお願いいたします。
＜患者様連絡事項＞
・米内　勲様～10：00施設（有料老人ホーム・ケアラウンジ・スカイ）入所の為、家族、施設スタッフの迎えにて退院となる。
・伏部内　ミヱ様～療養環境変更目的にて、南病棟Dユニット209号室へ移動となる。
・野田　敏治様～療養環境変更目的にて、東病棟Bユニット3号室へ移動となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察開始。他者へ書き物を要請する事あるが、トラブルには発展せず、見守り要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時までの開放観察実施。ほとんど自室で過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　龍矢様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。壁に体当たりしたり、「救急車を呼んで」と大声で叫ぶ事あり、介入要し、午前の開放観察は見送っている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～身体拘束中。ライントラブル無く、経管栄養も問題無く行っている。バイタルサインの異常は無いが、両上肢、両足背の浮腫みは持続している。　　　　　引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・松川　順子様～食事は自力摂取できず、介助にてラクフィア、メイバランスのみ飲用。説明にも疎通不良。排泄行為も出来ず、都度、スタッフ介入している。点滴2本実施している。
・久喜　つき様～日中は臥床傾向。食事は自力摂取出来ている。
・高橋　末吉様～バイタル異常無く、酸素飽和度の低下は無いが、痰絡みあり。白色粘稠痰多量に吸引している。点滴3本でキープしているがトラブル無く行っている。
・松村　博美様～食事摂取量少なく、飲水も出来ず。脈拍110回/分台、体温37.7～36.9℃、クーリングで対応。排泄量も少ない為、今川Dr報告し、点滴2本処方となる。排尿確認できない為、留置カテーテル挿入となる。
